
「何のために学ぶのか」
という各教科の本質的
な意義と、子どもたちに
必要な資質・能力を
育成する上で各教科
が果たす役割を明確
にするという考え方です。 

すべての教科・科目等の目標のフレーム 

目標 「見方・考え方を働かせ、資質・能力を育成する」 

（１）生きて働く 「知識及び技能」 の習得

（２）未知の状況にも対応できる 「思考力、判断力、表現力等」 の育成

（３）学びを人生や社会に生かそうとする 「学びに向かう力・人間性等」 の涵養

新学習指導要領では、義務教育や高等学校教育を終える段階で身に付けておくべき力を踏まえ、発達の段
階に応じた縦のつながりと、各教科等の横のつながりを意識して、資質・能力の三つの柱をもとに各教科等の
目標や内容が再整理されました。（別添資料にある「各教科等における教育のイメージ」を参照） 

「➋各教科・科目等の内容の見直し」は、 
答申の第２章の構成に従っています。 

各教科・科目等における 
A 「育成をめざす資質・能力」 
B 「見方・考え方」※ 
C 「科目構成や教育内容」 

２ 各教科等における改訂の具体的な方向性 

※ 答申の別紙１には、「各教科等の特質に応じた見方・考え方のイメージ」が示されています
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平成28年12月21日に中央教育審議会答申が出されました。 
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